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新年賀詞交歓会
４、飯田金廣賞授与

　競技部門（４団体）
　（1）�（一社）陸上競技協会� �

第68回都民体育大会　男子チーム優勝
　（2）�バスケットボール連盟� �

第68回都民体育大会　男子チーム優勝
　（3）�ローラースポーツ連盟� �

第68回都民体育大会　優勝
　（4）�ソフトボール連盟� �

第68回都民体育大会　男子チーム優勝

　普及活動部門（２団体）
　（1）�バレーボール連盟
　　・�第46回全国ママさんバレーボール大会� �

Ｂ組　優勝
　　・�関東大会　Ｄブロック　優勝
　（2）�空手道連盟
　　・�都大会、全国大会等で多くの入賞者を選出し

ている
　　・�東京都大会　小学生優勝２名　準優勝１名　

３位４名
　　・�幼年大会　３位入賞１名
　　・�中学生大会　優勝１名　３位２名
　　・�第４回アジアジュニア＆カディト大会男子＋

70組手優勝

５、乾　杯

　板橋区体育協会顧問　飯田金廣

　平成28年１月27日（水）午後６時30分より板橋文
化会館４階大会議室で公益財団�板橋区体育協会の
賀詞交歓会が開催されました。参加者は坂本健板橋
区長、高橋正憲板橋区議会議員、下村博文衆議院議
員、松田やすまさ都議会議員及び協力団体・企業、
スポーツ推進委員、また加盟団体の会長・理事長、
賛助会員、評議員など総勢149名でした。

式 次 第

１、下田賢司会長の挨拶

　・�都民大会の総合成績男子５位・女子４位に対し
選手の健闘を称える挨拶

　・�第40回高島平・日刊スポーツロードレースのス
ターターを区長にしていただき、花をそえてい
ただけたこと

　・�都立城北中央公園の陸上競技場を整備すること
の要望書提出、実現の為のお願い

　・�2020年東京オリンピック・パラリンピック大会
にむけて、区民の選手・ジュニアの育成・強化
に活動していきたい

　・�東京で一番住みたくなるまち、板橋を目指して、
スポーツの面で活動していきたい

２、来賓挨拶

　坂本健区長
　�　生涯健康で動けるよう、見るだけ
でなくスポーツをする・支える、体
験ができるよう、区民の皆様のス
ポーツへの関心を高めていく為に、
また「東京で一番住みたくなるまち・
板橋区」の実現にご協力をください
とお言葉をいただきました。
　高橋正憲区議会議員
　下村博文衆議院議員
　松田やすまさ都議会議員

３、来賓紹介　専務理事　高澤　誠
下田会長　挨拶
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加盟団体代表委員会

６、歓　談

　賛助会協力者、協賛企業者紹介
　専務理事　高澤　誠

７、中締め・閉会のことば

　板橋区体育協会副会長　豊泉和男

　区長や会長があいさつで共通して「東京で一番住
みたくなるまち、板橋」をめざしてと挨拶されてい
たのが印象的でした。情報交換などなど賑やかだっ
た歓談、最後に豊泉副会長が板橋区のスポーツ文化
の発展に頑張りますと〆てくださり、散会となりま
した。� （小堀幸子 記）

なっているため、赤字計上となった。
　�　事業計画は減らせないため、各事業の効率的な
運営を行う事とし、まずは「指導者交流研修会」
を見直し、検討中。

４　その他について高澤専務理事から説明

　・�「高島平・日刊スポーツ・ロードレース大会」
は体協のメイン事業であり、40年の歴史あるス
テータスの高い大会である。しかし安全な運営、
参加者が増やせない、財政の負担等のため、検
討・協議が行われ、28年度は現コースで開催が
決まった。29年度以降の対応方針については、
3月の理事会で決定予定。

　・�「都立城北中央公園に公認陸上競技場を造る要
望」について報告があった。

　　「城北地区に陸上競技場を造る会」に名称変更。

　平成28年2月22日（月）小豆沢体育館多目的室に
おいて加盟団体代表委員会が開催され、諮問事項は
原案通り答申された
１　下田会長開会のあいさつ

２　「平成28年度事業計画（案）」について

　�　高澤専務理事より、ほぼ例年通りの事業である
が変更点も説明された。
　・�「高島平・日刊スポーツ・ロードレース大会」
は懸念されていたが今年度も例年通り実施。

　・�「着衣泳教室」が好評だったので、今年度も実施。
　・�各競技のレベルアップの
ため、中級者だけでなく
「上級者スポーツ講習会」
も実施。

　・�「指導者交流研修会」は、
予算の関係で日帰りを検
討中。

３�　「平成28年度予算（案）」
について

　�　吉田企画財政部長より説
明があり、基本財産運用益
が前年度より、大幅減と

下田会長　挨拶
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　平成 27 年度最終の体協ニュース第 96 号をお届けし
ます。
　桜の開花とともに、ウインタースポーツから一般の
競技へと移ろい始める季節ですが、まだまだ寒の戻り
があったりしますので、ストレッチ等を十分に行い怪
我のないようにしたいと思います。
　いよいよ今年はリオデジャネイロ・オリンピックが
開催されますが、この機会を弾みに４年後の東京オリ

ンピック・パラリンピックに向けて、板橋区からも代
表選手が輩出されるよう、ジュニアの育成にも注力で
きればと願っています。
　また、いつものお願いではございますが、各連盟・
協会のご案内や試合結果につきまして、体育協会の
ホームページで積極的に公開していきたいと思います
ので、ぜひ皆様のご協力をお願いいたします。
� （関　昭 記）

編 集 後 記

　　板橋区・豊島区・練馬区・北区・荒川区
　　�今年度、都知事に要望書提出で段階が少し上
がった。

い機会なので、日頃部会などで、事業の進め方等、
活発な意見を出してもらいたいと述べられ、閉会
となった。� （小林恵子 記）

５　質　問

　�　今後ロードレース大会でコースを
変更した場合参加者が増やせるか？
　�　回答として、現時点ではコースの
都合上、スタートが5 ～ 600人しか
出来ないが、コース変更が出来ると
スタートの人数が増やせ、企業など
の支援もあるのでは？

６　加藤副会長による閉会のあいさつ

　�　審議で意見が無いのが残念。体協
も変わる時期、新しい方向になる良


